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卒業研究題目

クラス依存関係に基づくWEBアプリケーションか
らのビジネスロジックプログラムの部品化

本研究報告では，MVCアーキテクチャに基づくWebアプリケーションからビジネス
ロジックプログラムのコンポーネントを抽出する手法を提案する．
対象ビジネスが同じであるWebアプリケーションのビジネスロジックは類似してい
る．例えば，書店のWebアプリケーションは「本をカートに追加する」，「本の購入」等
のビジネスロジックを持つ．新規に書店のWebアプリケーションを開発する際，既存
Webアプリケーションからビジネスロジックを再利用すれば，開発コストを低減できる．
ビジネスロジックプログラムは，ビジネスロジックに特化したクラス群と，別のビジ
ネスロジックプログラムと共有するクラス群から構成される．ビジネスロジックに特化
したクラス群とは，１つのビジネスロジック特有の処理を行うクラス群である．別のビ
ジネスロジックプログラムと共有するクラス群とは，同じWebアプリケーション中で
複数のビジネスロジックプログラムで利用されるクラス群である．例えば，バックエン
ドのデータベースへアクセスする処理を行うクラス群や，Webアプリケーション全体で
用いられるデータ構造を提供するクラス群などである．ビジネスロジックプログラムか
ら上記の２種類のクラス群をそれぞれのコンポーネントとして抽出することで，より柔
軟にコンポーネントを選択することが可能となる．

MVCアーキテクチャに基づいたWebアプリケーションは，Controllerクラスがビジ
ネスロジックを呼び出す．１つのビジネスロジックプログラムに対し，１つの
Controllerクラスがあるという特徴がある．本研究報告では，この特徴に着目して２種
類のコンポーネントを抽出する手法を提案する．
本手法では，ビジネスロジックプログラムを構成するクラス間の依存関係に基づい
て，クラス依存グラフを構築する．クラス依存グラフからコンポーネントとして抽出す
るクラス群を求め，コンポーネント依存グラフを構築する．コンポーネント依存グラフ
から，コンポーネント間の依存関係と共にコンポーネントを抽出する．さらに，提案手
法を実現するツールを開発し，本手法の有効性を評価する．
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